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京
都
洛
北
の
岩
倉
に
は
、
後
三
条
天
皇
（
位
一
○
六
八
年
’

一
○
七
二
年
）
の
第
三
皇
女
が
精
神
病
に
な
っ
た
時
、
岩
倉
の

大
雲
寺
の
観
世
音
に
祈
願
し
、
大
雲
寺
の
井
戸
水
を
飲
ん
で
い

た
と
こ
ろ
、
そ
の
病
が
治
っ
た
と
い
う
伝
承
（
「
御
香
水
之
由
来
」
）

が
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
精
神
病
者
が
集
ま
り
、
農
家
や
茶
屋

な
ど
に
宿
泊
し
て
、
観
世
音
に
祈
願
し
、
大
雲
寺
の
井
戸
水
を

飲
み
、
宝
永
六
年
（
一
七
○
九
）
に
整
備
さ
れ
た
滝
垢
離
場
で

滝
に
浴
し
て
、
看
護
さ
れ
て
い
た
。
明
治
時
代
に
な
る
と
、
岩

倉
に
も
病
院
が
で
き
、
明
治
三
三
年
二
九
○
○
）
に
は
精
神

病
者
監
護
法
に
よ
っ
て
、
茶
屋
や
農
家
に
お
け
る
精
神
病
者
預

か
り
が
禁
止
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
茶
屋
や
農
家
に
お
け
る
精

神
病
者
預
か
り
は
な
く
な
ら
な
か
っ
た
。
岩
倉
に
お
け
る
こ
の

29

京
都
岩
倉
に
お
い
て
精
神
病
者
家
族
的
看

護
を
可
能
に
し
た
も
の

Ｉ
大
岩
、
阿
波
井
と
の
比
較
に
お
い
て中

村
治

大
阪
府
立
大
学
人
間
社
会
学
部

よ
う
な
精
神
病
者
家
族
的
看
護
は
、
十
九
世
紀
末
の
ョ
Ｉ
ロ
ッ

バ
に
お
い
て
急
増
す
る
精
神
病
者
数
と
か
さ
む
看
護
費
用
に
対

処
す
る
た
め
に
家
族
的
看
護
が
高
く
評
価
さ
れ
た
の
を
受
け
、

呉
秀
三
が
『
精
神
病
学
集
要
」
（
一
八
九
五
年
）
に
お
い
て
そ
れ

を
紹
介
し
た
こ
ろ
か
ら
有
名
に
な
っ
た
。
そ
し
て
明
治
三
九
年

（
一
九
○
六
）
に
ロ
シ
ア
人
医
師
ス
チ
ー
ダ
が
、
明
治
四
二
年

（
一
九
○
九
）
に
ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
精
神
学
教
授
ピ

ー
タ
ー
ソ
ン
が
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
に
ド
イ
ツ
の
ハ
ン

ブ
ル
グ
大
学
教
授
ヴ
ァ
ィ
ガ
ン
ト
が
岩
倉
を
訪
れ
、
家
族
的
看

護
に
好
意
的
な
感
想
を
残
し
、
岩
倉
に
お
け
る
精
神
病
者
家
族

的
看
護
は
さ
ら
に
有
名
に
な
っ
て
、
昭
和
初
期
に
そ
の
最
盛
期

を
迎
え
た
の
で
あ
る
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
と
そ
れ
に
と
も
な

う
食
糧
難
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
消
滅
し
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
欧
米
で
は
、
そ
の
後
、
家
族
的
看
護
で
行
え
る
よ

う
な
開
放
的
処
遇
は
、
改
善
が
進
む
精
神
病
院
で
は
す
で
に
実

現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
議
論
が
優
勢
に
な
り
、
病
院
建

設
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
向
精
神
薬
の
導
入

と
脱
施
設
化
政
策
に
よ
り
、
一
九
六
○
年
代
か
ら
精
神
科
病
床

数
が
急
激
に
減
ら
さ
れ
た
。
日
本
で
も
そ
れ
よ
り
か
な
り
遅
れ
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て
脱
施
設
化
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
、
地
域
に
お
い
て
精
神
病

者
を
看
護
す
る
こ
と
が
最
近
で
は
は
か
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、

そ
れ
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で

か
っ
て
精
神
病
者
を
一
般
家
庭
に
お
い
て
預
か
っ
て
い
た
岩
倉

が
ま
た
注
目
を
集
め
始
め
て
い
る
。
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
し

て
精
神
病
者
が
集
ま
り
始
め
、
茶
屋
や
農
家
に
お
い
て
ど
の
よ

う
に
看
護
さ
れ
て
い
た
の
か
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に

お
い
て
精
神
病
者
を
看
護
す
る
方
法
に
関
す
る
手
が
か
り
を
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
ぜ
岩
倉
に
お
い
て
は
一
般
家
庭
に
お
い
て
精
神
病

者
を
預
か
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
か
。
例
え
ば
呉
は
精
神

病
者
家
族
的
看
護
を
擁
護
し
た
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
東
京
で

行
お
う
と
し
た
が
、
で
き
な
か
っ
た
。
二
世
紀
作
の
不
動
三

草
（
重
要
文
化
財
）
を
持
つ
富
山
県
大
岩
の
日
石
寺
に
は
精
神

病
者
が
多
く
集
ま
り
、
寺
の
参
籠
所
あ
る
い
は
近
く
の
宿
屋
に

泊
ま
り
、
祈
祷
を
受
け
、
近
く
の
滝
や
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）

に
整
備
さ
れ
た
六
条
の
滝
に
浴
し
て
い
た
。
し
か
し
大
岩
は
、

精
神
病
者
の
家
族
的
看
護
を
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
ず
、
そ
こ

に
精
神
病
院
も
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
徳
島
県
鳴
門
近
く
の

島
田
島
に
あ
る
阿
波
井
神
社
に
は
、
江
戸
時
代
末
に
は
精
神
病

者
が
参
籠
し
、
明
治
時
代
に
は
島
田
島
を
鳴
門
か
ら
分
け
る
小

鳴
門
峡
で
水
行
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
明
治
三
二
年
（
一
八
九

九
）
頃
、
寄
付
金
に
よ
っ
て
阿
波
井
神
社
の
脇
に
参
籠
所
が
造

ら
れ
、
昭
和
二
年
二
九
二
七
）
に
は
阿
波
井
神
社
の
脇
に
阿

波
井
島
保
養
院
が
開
院
し
、
そ
れ
は
現
在
、
鳴
門
シ
ー
ガ
ル
病

院
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
阿
波
井
神
社
近
辺
で
は
精
神
病
者

家
族
的
看
護
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
で
は
岩
倉
に
お
い
て
精
神

病
者
家
族
的
看
護
を
可
能
に
し
た
も
の
は
何
か
。
本
発
表
で
は

（
二
精
神
病
治
療
に
関
す
る
伝
説
、
（
二
）
都
会
か
ら
の
適
当

な
距
離
、
（
一
三
地
理
的
条
件
、
（
四
）
食
糧
事
情
、
（
五
）
里
子

預
か
り
の
伝
統
、
（
六
）
支
配
者
側
か
ら
の
要
請
、
（
七
）
「
患
者

を
預
か
る
人
の
患
者
に
対
す
る
慣
れ
」
、
（
八
）
「
患
者
を
預
か
る

こ
と
に
対
す
る
地
域
の
人
の
慣
れ
」
な
ど
の
観
点
か
ら
そ
れ
を

考
察
し
た
い
。


